
家畜衛生情報

11月は薬剤耐性対策推進月間です

「抗菌剤が効かない細菌」です。
薬剤耐性菌は、抗菌剤の使い過ぎなどにより増加し、人や動物の治療が
困難になります。

薬剤耐性菌とは？

抗菌剤は、畜産分野でも、動物用医薬品や飼料添加物として使用され
ています。
家畜への抗菌剤の使用により増加した薬剤耐性菌が、家畜の治療を困

難にするだけでなく、畜産物を介して、人の感染症の治療を困難にする
ことが懸念されています。

薬剤耐性問題と畜産との関わりは？

１．感染症を予防する
飼養衛生管理の徹底により、感染症を予防しましょう

２．家畜の状態を的確に把握する
家畜の異変に素早く気付けるように、毎日、飼育する家畜の状態
を的確に把握しましょう

３．獣医師に伝える
獣医師が的確に状況を把握し、適切に診断できるよう、発病後の
経過、措置の状況、過去の感染症の発生状況等の情報を獣医師に
伝えましょう

４．抗菌剤を正しく使用する
抗菌剤は獣医師からの指示に基づき、用法・用量、使用禁止期間
を守って正しく使用しましょう

薬剤耐性菌対策とは？

飛騨家畜保健衛生所
〒506-8688 高山市上岡本町7－468

E-mail：c24508@pref.gifu.lg.jp

TEL：0577-33-1111（内線403） FAX：0577-32-9019

※閉庁時には案内メッセージに従って対応をお願いします。
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